
　　　　第一夜　
風間天心 「仏教とアート」

「天変地異、大いなる存在」目に見えないものへ
向けた祈りを、私たちはどのようにして「モノ」
「型」「慣習」などにデザインしてきたか。
歴史を紐解きつつ解析していきます。

風間 天心
Tengshing Kazama

僧侶 (曹洞宗 )、美術家

武蔵野美術大学油絵コース大学院を修了。
大本山永平寺での修行を終え、パリ市
「国際芸術都市」に滞在。コロナ禍において
「令和の大仏」を造立。「第 22回 岡本太郎
現代芸術賞」岡本敏子賞。「第 5回 500m
美術館賞」グランプリ。日本古来の文化風習
にみられる「信仰と芸術」の相互作用を求め、
国内外で多様な発表 /活動を続けている。

日程：令和８年 ７月７日 (火 ) ～ ２２日 ( 水 )
　　　令和８年 ８月２１日 (金 ) ～２３日 (日 )
時間：14:00-18:00
会場：孝勝寺 納骨堂
料金：無料
内容：アーティストで僧侶でもある 風間天心 による「灯籠（盆提灯）」
　　　を用いた展示を開催します。先祖を弔う「お盆 (盂蘭盆 )」期間に
　　　向けて、「聖」と「俗」の交錯した、光の異空間をご堪能ください。

日程：令和８年 ７月７日 (火 ) 、 ７月２０日 (月 ) 、 ８月２２日 ( 土 )
時間：14:00-18:00
会場：孝勝寺 納骨堂
料金：500円（お持ち帰りは＋500円）
内容：灯籠内でまわる「回転灯」に自分なりの絵柄を描く
　　　ことで、「オリジナル灯籠」を作るワークショップです。

完成作品の参考画像
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会場：孝勝寺 納骨堂
料金：1000円 ( 学生 500円 )　1ドリンクがつきます。
内容：３つの別々な宗派から、様々な背景をもつ「お坊さん３名」をお呼びして、新たな切り口で
　　　「仏教文化」についてお話していただきます。３夜それぞれのテーマ（アート・唯識・冥府考）を深く知ることで、
　　　「目に見えないもの（祈り、心、あの世）を人間はどうやって形にしてきたのか」という壮大な「文化の歴史」に
　　　繋がっていきます。「聴いたあとに日常の景色（モノの見方）がガラリと変わる知的体験」をご堪能ください。

　　　　第二夜　
内平淳一 「唯識と森鷗外」

　　　　第三夜
伊藤聖健「冥府のカタチ」

「心のありようが、世界を創り出す」
目に見えない心 (メンタル )を解剖する為、
1500 年前に体系化された大心理学「唯識」
その思想に影響を受けた明治の文豪「森鷗外」
と、彼が生み出した文学に
ついて語らいます。

内平 淳一
Junichi Uchihira

覚王寺 (浄土真宗 ) 住職

慶應義塾大学文学部卒業。北海学園大学
大学院文学研修科修士課程修了。卒業論文は
「森鷗外と唯識」　地域情報誌（フリーペーパー）
「あさぶじかん」の発行や商店街理事・保護司
をするなど地域活動にも力を注ぐ。

世界各地の「あの世（冥府）」の境界線を
歩き、出会ってきた人間の生への執着と愛。
目に見えない死後の世界を創造する人類の
圧倒的なイマジネーション。

伊藤 聖健
Seiken Itou

大聖寺 (真言宗 ) 住職

大正大学仏教学大学院（修士）修了。
真言宗豊山派総合研究院現代教化研究員。
各国各地の霊場や墓を巡る「世界巡礼」を
ライフワークとし、「あの世」と「この世」、
死生観を研究テーマとしている。
写経写仏道場開催・仏教冊子『一片』作成
配布・プロジェクター説法を中心に現代と
仏教をつなぐ布教実践中。
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ご予約フォームはこちらから→

寺ナイト！「仏教文化～見えない世界をデザインする～」(全３夜 )

オリジナル灯籠づくりワークショップ

灯籠 異空間


